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ま
え
が
き

　

私
が
平
成
二
十
二
年
度
に
受
け
た
奈
良
大
学
研
究
助
成
の
課
題
名
は
「
奈
良
大

学
蔵
板
木
の
調
査
・
研
究
（
Ⅲ
）」
で
あ
る
。
研
究
の
主
眼
は
、
①
奈
良
大
学
蔵

板
木
及
び
関
連
文
書
の
再
調
査
・
再
整
理
、
②
そ
れ
ら
の
板
木
で
印
刷
さ
れ
た
版

本
の
収
集
、
③
板
木
の
新
規
収
集
の
三
点
に
絞
ら
れ
る
。
最
終
的
に
目
指
し
て
い

る
の
は
、
板
木
と
版
本
及
び
関
連
文
書
の
照
合
に
よ
る
近
世
京
都
の
印
刷
現
場
の

復
元
で
あ
る
。
さ
て
、平
成
二
十
二
年
度
の
成
果
で
あ
る
が
、③
に
つ
い
て
は
「
当

麻
曼
荼
羅
」
の
板
木
を
新
規
に
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
そ
れ
が
高
額
で
あ

っ
た
た
め
②
の
版
本
収
集
に
充
て
る
費
用
が
少
な
く
な
り
、
こ
ち
ら
は
『
雅
言
通

載
抄
』（
揃
い
本
四
冊
）『
加
之
久
全
伝
香
籠
草
』（
不
揃
い
本
二
冊
）
の
二
部
に

と
ど
ま
り
、②
③
に
つ
い
て
は
は
か
ば
か
し
い
成
果
を
あ
げ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

が
、
①
に
つ
い
て
は
竹
苞
楼
旧
蔵
の
板
木
台
帳
を
見
直
し
た
結
果
、
重
要
な
資
料

を
発
見
・
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
平
成
十
八
年
の
秋
に
竹
苞
楼
七
代

目
佐
々
木
惣
四
郎
氏
か
ら
託
さ
れ
た
『
蔵
板
員
数
』『
蔵
板
仕
入
簿
』『
板
木
分
配

帳
』『
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
』
の
四
点
の
蔵
板
台
帳
の
う
ち
、『
板
木
分
配

帳
』
が
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
と
し
て
有
名
な
『
覚
勝
院
抄
』
の
紙

背
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
八
日
に
奈
良
県
庁
文
化
記
者
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ

ー
に
記
者
発
表
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
当
日
夕
方
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
翌
日
の
朝
日
・
読
売
・
産
経
・
毎
日
の
各
紙
奈
良

版
、
及
び
奈
良
新
聞
・
京
都
新
聞
の
紙
面
で
大
き
く
報
道
さ
れ
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
。そ
れ
ら
の
マ
ス
コ
ミ
発
表
の
準
備
と
併
行
し
て
、『
覚
勝
院
抄
』

に
最
も
詳
し
い
実
践
女
子
大
学
教
授
上
野
英
子
氏
に
も
資
料
を
送
付
し

し
、
共
同
研
究
と
し
て
『
板
木
分
配
帳
』
紙
背
の
『
覚
勝
院
抄
』
を
、
解

題
を
添
え
て
全
文
を
影
印
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
成
果
は

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第
三
十
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
日
発
行
）に「
新
出
資
料　

竹
苞
楼
板
木
台
帳
紙
背『
覚
勝
院
抄
』（
断

簡
）
―
影
印
と
解
題
―
」
と
し
て
発
表
し
た
。
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所

報
へ
の
掲
載
も
当
然
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
一
丁
を
二
頁
の
見
開
き
に
し

板
木
台
帳
紙
背
『
覚
勝
院
抄
』
の
発
見
と
紹
介

*
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て
合
計
八
十
頁
近
い
分
量
の
影
印
図
版
を
収
録
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
所
報

で
は
対
応
出
来
ず
、
発
表
の
場
を
別
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
を
諒
と
さ

れ
た
い
。
な
お
、右
の
論
文
は
Ⅰ
「
こ
と
の
い
き
さ
つ
」
を
記
し
た
永
井
担
当
稿
、

Ⅱ
書
誌
的
な
解
題
と
諸
本
の
中
で
の
位
置
付
け
に
及
ん
だ
上
野
担
当
稿
、
Ⅲ
影
印

の
三
部
か
ら
成
る
。
以
下
に
は
永
井
担
当
稿
の
み
を
転
載
し
た
。
Ⅱ
・
Ⅲ
に
つ
い

て
は
掲
載
誌
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
と
の
い
き
さ
つ

　

現
在
も
京
都
寺
町
姉
小
路
上
ル
に
店
を
構
え
る
竹
苞
楼
（
現
、竹
苞
書
楼
）
は
、

代
々
佐
々
木
惣
四
郎
（
佐
々
貴
・
鷦
鷯
・
娑
々
岐
と
も
、
ま
た
銭
屋
と
も
）
を
名

乗
る
寛
延
四
年
の
創
業
に
な
る
古
書
肆
で
、
近
世
期
の
本
屋
の
面
影
を
残
す
店

構
え
で
も
知
ら
れ
る
。
同
店
は
ま
た
近
世
以
来
の
板
木
を
大
量
に
保
存
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
も
有
名
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
思
い
立
つ
こ
と
あ
っ
て
同
店
蔵
の
板

木
約
二
千
五
百
枚
を
奈
良
大
学
へ
搬
入
し
整
理
・
調
査
を
開
始
し
た
の
は
、
平
成

十
六
年
四
月
の
こ
と
。
七
代
目
御
当
主
佐
々
木
英
雄
氏
と
の
最
初
の
約
束
で
は
、

数
年
か
け
て
整
理
を
し
、
目
録
を
作
成
し
て
板
木
の
デ
ー
タ
を
採
っ
た
あ
と
御
返

し
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
同
年
十
二
月
に
氏
か
ら
一
括
譲
渡
の
御
相
談
が

あ
り
、
膨
大
な
量
の
板
木
は
、
十
七
年
六
月
、
奈
良
大
学
の
蔵
に
帰
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
板
木
、
大
略
分
類
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
漢
詩
文
集
・
伝
記
・

随
筆
・
和
歌
集
・
雑
俳
書
・
狂
詩
狂
文
集
・
有
職
故
実
書
・
辞
典
・
茶
道
書
・
紀

行
文
・
歌
集
注
釈
書
・
四
書
五
経
・
画
集
・
史
書
・
狂
歌
集
・
滑
稽
本
・
書
道
手

本
・
本
草･

仏
書
・
印
譜
・
篆
刻
書
・
硯
譜
等
々
、
ジ
ャ
ン
ル
は
多
岐
に
亘
る
。

こ
れ
ら
の
板
木
は
一
年
ほ
ど
か
け
て
整
理
・
調
査
し
た
あ
と
、
十
八
年
十
月
に
奈

良
大
学
で
開
催
さ
れ
た
俳
文
学
会
第
58
回
全
国
大
会
に
合
わ
せ
て
「
出
版
の
現
場

か
ら
―
竹
苞
楼
旧
蔵
狂
詩
・
狂
文
集
の
板
木
を
中
心
に
―
」
と
題
し
て
展
示
史
料

目
録
を
作
成
す
る
と
共
に
、
奈
良
大
学
通
信
教
育
部
棟
展
示
室
（
現
博
物
館
展
示

室
）
で
四
十
日
に
及
ぶ
展
示
を
行
な
い
そ
の
一
部
を
一
般
公
開
し
、
そ
の
後
も
具

体
的
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
竹
苞
書
楼
の
板
木
―
狂
詩
集
・
狂
文
集

を
中
心
に
―
」（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
十
五
号
、平
成
19
年
3
月
刊
）「『
山

家
集
抄
』
の
入い
れ

木き

」（
同
十
六
号
、
20
年
3
月
刊
）
な
ど
で
発
表
し
て
来
た
。
ま

た
、
十
九
年
春
に
は
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
と

し
て
、
板
木
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
竹
苞
楼
旧
蔵
の
も
の
を

は
じ
め
、
藤
井
文
政
堂
旧
蔵
で
十
数
年
前
に
や
は
り
奈
良
大
学
の
蔵
に
帰
し
た
約

五
百
枚
、
そ
れ
に
現
在
本
学
へ
寄
託
さ
れ
て
い
る
文
政
堂
現
蔵
の
約
五
百
枚
、
さ

ら
に
十
九
年
秋
に
大
阪
の
中
尾
松
泉
堂
か
ら
引
き
取
っ
た
高
野
版
の
板
木
約
四
百

枚
、
ま
た
本
学
所
蔵
の
浮
世
絵
復
刻
版
の
板
木
約
五
百
枚
、
そ
の
他
の
も
の
も
含

め
合
計
五
千
枚
ほ
ど
の
板
木
の
基
礎
デ
ー
タ
約
八
万
コ
マ
の
撮
影
を
二
十
年
三
月

に
完
了
し
、
二
十
二
年
二
月
に
は
ネ
ッ
ト
で
の
一
般
公
開
で
の
は
こ
び
と
な
っ
た

（
乞
検
索
「
板
木
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」）。

　

さ
て
、
十
八
年
の
秋
に
展
示
を
行
な
っ
た
折
の
会
期
末
近
く
、
文
政
堂
の
六
代

目
当
主
藤
井
佐
兵
衛
氏
と
連
れ
立
っ
て
見
学
に
来
ら
れ
た
竹
苞
楼
七
代
目
佐
々
木

惣
四
郎
氏
か
ら
「
こ
ん
な
も
の
も
出
て
来
ま
し
た
」
と
し
て
託
さ
れ
た
資
料
が
あ

る
。
そ
れ
が
、『
蔵
板
員
数
』『
蔵
板
仕
入
簿
』『
板
木
分
配
帳
』『
竹
苞
楼
蔵
板
員
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数
帳
』
の
四
点
の
蔵
板
台
帳
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
点
の
蔵
板
台
帳
の
書
誌
・
概
略

を
旧
稿
「
板
木
の
分
割
所
有
」（
奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報
十
七
号
、
21
年
3

月
刊
）
か
ら
再
掲
し
て
み
る
。

『
蔵
板
員
数
』

横
本
一
冊
。寸
法
、縦
150
×
横
216
粍
。渋
茶
色
表
紙
。前
表
紙
に「
蔵
板
員
数
」、

後
表
紙
に
「
竹
苞
楼
」
と
墨
書
。
全
二
百
四
丁
。
所
々
に
余
白
を
残
し
、
そ

の
数
三
十
二
丁
半
。
従
っ
て
、
墨
付
は
百
七
十
一
丁
半
と
な
る
。
元
々
は
万

延
元
年
に
六
十
一
才
で
没
す
る
こ
と
に
な
る
竹
苞
楼
三
代
春
蔭
が
嘉
永
・
安

政
頃
に
調
製
し
た
も
の
と
思
し
く
、
四
代
春
明
（
明
治
十
四
年
五
九
才
没
）、

五
代
春
吉
（
昭
和
二
十
六
年
七
十
三
才
没
）
と
引
き
継
が
れ
、
昭
和
二
十
三

年
一
月
に
至
る
ま
で
折
々
に
書
き
込
み
を
し
て
来
て
い
る
。
記
さ
れ
て
い
る

の
は
、
書
名
と
板
木
枚
数
、
相
合
か
単
独
所
有
か
、
そ
し
て
相
合
の
場
合
は

所
持
分
の
板
木
の
板
前
、
丁
数
、
そ
れ
に
後
日
の
板
木
移
動
な
ど
で
あ
る
。

収
録
書
目
は
全
三
百
七
十
二
点
に
及
ぶ
。

『
蔵
板
仕
入
簿
』

半
紙
本
一
冊
。
山
吹
色
地
に
亀
甲
花
形
模
様
の
空
押
し
表
紙
。
前
表
紙
中

央
に
「
蔵
板
仕
入
簿
」、
後
表
紙
に
「
竹
苞
楼
」
と
墨
書
。
専
用
箋
に
、
書

名
、
冊
数
、
丁
数
、
紙
・
表
紙
・
摺
り
賃
な
ど
諸
費
用
、
相
合
先
、
軒
前
、

板
賃
な
ど
を
記
入
。
全
百
九
十
一
丁
。
内
、
余
白
は
計
十
八
丁
半
。
こ
の
専

用
箋
に
は
一
丁
に
つ
き
二
点
が
書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
合
計

三
百
四
十
五
点
が
記
入
し
て
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
『
蔵
板
員
数
』
と
同
じ
頃

に
三
代
春
蔭
に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
、
四
代
春
明
・
五
代
春
吉
が
折
々
に
書
入

れ
を
し
て
来
た
と
見
ら
れ
る
も
の
で
、
昭
和
二
十
年
三
月
ま
で
の
書
き
込
み

が
あ
る
。
な
お
本
書
見
返
し
に
「
明
治
十
六
年
一
月
よ
り
改
正
蔵
版
仕
入
帳

用
也
」
と
あ
り
、
春
明
の
代
に
改
正
版
が
目
論
ま
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
後

も
こ
の
元
版
に
書
き
込
み
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
改
正
版
は
結
局
使

わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。『
蔵
板
員
数
』
に
は
「
相
合
」
と
だ
け
記
さ
れ
て

い
る
も
の
が
、こ
ち
ら
で
具
体
的
に
そ
の
相
合
先
が
分
か
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

『
板
木
分
配
帳
』

大
本
一
冊
。
縦
247
×
195
粍
。
薄
茶
色
横
刷
毛
目
地
表
紙
、
紗
綾
形
模
様
の
空

押
し
あ
り
。
表
紙
中
央
に
大
き
く
「
板
木
分
配
帳
」
と
墨
書
き
し
、
左
右

に
小
さ
く
「
明
治
七
年
」「
戌
三
月
辰
」
と
書
く
。
後
表
紙
に
「
竹
苞
楼
蔵
」

と
大
書
。
全
三
十
六
丁
。「
南
側
之
部　

第
壹
号
（
〜
第
八
号
）」「
東
側
之

部　

第
壹
号
（
〜
第
廿
八
号
）」「
北
之
部　

第
壹
号
（
〜
第
四
号
）」「
西
壹

号
」「
土
間
之
部
」
な
ど
と
分
け
、
三
百
九
十
三
点
の
書
名
・
板
木
枚
数
を

記
入
す
る
。
板
木
の
収
納
場
所
の
台
帳
で
あ
る
。
年
代
の
書
き
込
み
を
調
べ

て
み
る
と
、
明
治
二
十
三
年
か
ら
大
正
九
年
ま
で
に
限
ら
れ
て
お
り
、
表
紙

に
あ
る
よ
う
に
明
治
七
年
に
四
代
春
明
に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
、
五
代
春
吉
の

手
許
で
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

『
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
』

大
本
一
冊
。
縦
256
×
186
粍
。
薄
茶
色
横
刷
毛
目
表
紙
。
左
肩
に
双
辺
白
地
題

簽
「
昭
和
八
年
改
正
／
竹
苞
楼
蔵
板
員
数
帳
」
と
墨
書
き
。
第
一
丁
冒
頭
部

に
「
蔵
板
員
数
帳　

昭
和
八
年
／
七
月
調
査
」
と
あ
り
。
本
文
は
鳥
の
子
の
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上
質
紙
。
全
三
十
三
丁
、
う
ち
墨
付
き
二
十
丁
。『
板
木
分
配
帳
』
と
同
様
、

「
北
第
壹
号
（
〜
八
号
）」「
西
第
壹
号
（
〜
六
号
）」「
東
第
壹
号
（
〜
三
号
）」

と
分
け
て
、
百
十
五
点
の
書
名
・
板
木
枚
数
を
記
録
す
る
。
年
代
の
書
き
込

み
は
昭
和
九
年
か
ら
二
十
三
年
三
月
ま
で
。
五
代
春
吉
が
『
板
木
分
配
帳
』

を
も
と
に
再
整
理
を
企
て
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、『
板
木
分
配
帳
』
に

比
べ
て
収
録
点
数
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、結
局
は『
板

木
分
配
帳
』
を
主
に
使
用
し
て
、
こ
ち
ら
は
途
中
で
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た

か
の
如
き
感
が
あ
る
。

　

右
四
点
の
蔵
板
台
帳
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
は
『
蔵
板
員
数
』『
蔵
板
仕
入
簿
』

で
、
こ
の
二
点
と
現
存
の
板
木
そ
れ
に
対
応
版
本
を
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分

か
っ
て
来
る
近
世
後
期
京
都
本
屋
の
板
木
分
割
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
は
、
前
引

拙
稿
「
板
木
の
分
割
所
有
」
に
詳
述
し
た
。
ま
た
、
四
点
の
中
で
最
も
興
味
を
ひ

く
『
蔵
板
員
数
』
は
、
出
版
史
料
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
拙
著
『
藤
井
文
政

堂
板
木
売
買
文
書
』（
平
成
21
年
6
月
、
青
裳
堂
書
店
刊
）
に
全
文
を
翻
刻
紹
介

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
『
蔵
板
員
数
』『
蔵
板
仕
入
簿
』
に
比
べ
る
と
、『
板
木
分
配
帳
』『
竹
苞
楼
蔵
板

員
数
帳
』
の
二
点
は
要
す
る
に
板
木
の
収
納
場
所
の
台
帳
な
の
で
あ
っ
て
、
出
版

史
料
と
し
て
の
魅
力
に
は
や
や
欠
け
る
た
め
、
精
密
な
調
査
が
後
回
し
に
な
っ
て

い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
よ
く
見
て
み
る
と
こ
の
二
点
、
何
れ
も
古
写
本
の
紙
背
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
こ
で
、
代
々
佐
々
木
惣
四
郎
氏
の
お
許
し

を
得
て
、『
板
木
分
配
帳
』
の
紙
縒
り
綴
じ
を
は
ず
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
三
十
六

丁
全
て
の
紙
背
が
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
と
し
て
著
名
な
『
覚
勝
院
抄
』
の
一

写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
収
録
す
る
の
は
「
幻
」
の
半
分
ほ
ど
と
「
匂
宮
」

全
文
に
過
ぎ
な
い
が
、『
覚
勝
院
抄
』
の
自
筆
稿
本
か
と
さ
れ
る
穂
久
邇
文
庫
本

の
影
印
複
製
本
『
源
氏
物
語
聞
書
』（
野
村
精
一
・
上
野
英
子
編
、
平
成
二
年
汲

古
書
院
刊
）
と
対
校
し
て
み
る
と
、
仮
名
づ
か
い
・
書
式
な
ど
が
酷
似
し
近
接
し

た
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、素
人
目
に
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
歴
然
で
あ
る
。

奥
書
が
残
ら
な
い
た
め
筆
者
・
書
写
年
代
な
ど
も
不
明
で
、
穂
久
邇
文
庫
本
を
含

め
十
数
本
残
存
す
る
写
本
の
中
で
の
位
置
付
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は

も
う
私
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、こ
と
の
経
緯
の
み
記
し
て
、あ
と
は
こ
の
『
覚

勝
院
抄
』
に
つ
い
て
も
っ
と
も
詳
し
い
上
野
英
子
氏
に
バ
ト
ン
を
お
わ
た
し
す
る

次
第
で
あ
る
。

追
記

　

こ
の
稿
の
校
了
間
際
の
平
成
二
十
三
年
三
月
上
旬
、
四
点
の
蔵
板
台
帳
は
竹
苞

楼
か
ら
奈
良
大
学
に
譲
渡
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
今
現
在
の
も
の
の
あ
り
よ
う
か
ら

す
れ
ば
、
該
書
『
板
木
分
配
帳
』
は
「
奈
良
大
学
蔵
」
と
、
そ
の
紙
背
の
『
覚
勝

院
抄
』
も
「
奈
良
大
学
本
」
と
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
と
の
い
き
さ
つ
を
明
確

に
伝
え
る
た
め
に
も
、
こ
の
稿
で
は
「
竹
苞
楼
蔵
」「
竹
苞
楼
本
」
の
呼
称
を
残

す
こ
と
に
し
た
。
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永井：板木台帳紙背『覚勝院抄』の発見と紹介43

－　 －

Discovery and introduction of “Kakusyoin-syo”:
written by the reverse side of the block ledger.

　
Kazuaki NAGAI
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